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⃝経営管理部次長の岩﨑です。本日はスライド表示のとおりの内容で、
ご説明します。

2



3



4

○最初に連結決算の概要についてご説明します。スライド表示のとおり、
当第１四半期は、昨年、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け
たことの反動もあり、増収となりましたが、同感染症の影響が続くなか、
依然として収益水準は低く、損失を計上しました。

○収入面では、運輸業において、東海道新幹線・在来線ともに、お客様
に安心してご利用いただけるよう感染拡大防止に取り組み、お客様の
ご利用状況を踏まえつつ適切な輸送力の提供を行ったほか、鉄道以
外の事業においても、感染拡大防止に取り組みながらＪＲセントラルタ
ワーズとＪＲゲートタワーの営業を行うなど、収益の確保に努めました。
連結営業収益は前年を518億円上回り、1,806億円となりました。

○また、営業費について、グループ全体で費用削減に取り組んだものの、
営業損失は253億円、経常損失は401億円、親会社株主に帰属する四
半期純損失は284億円と、損失を計上しました。

⃝次にセグメント別の状況についてご説明します。

⃝運輸業については、当社の運輸収入の増等により増収となり、収支も
改善しました。

⃝流通業については、対前年で減収となっていますが、これは2021年度
から収益認識会計基準が適用されたためです。2020年度の数値にも
同基準を適用したA’列との比較のとおり、実態としてはジェイアール
東海髙島屋、東海キヨスクの売上の増等により増収となっており、収支
も改善しています。

⃝不動産業については、ＪＲセントラルビルや東京ステーション開発等の
各地区における駅ビル収入の増等により、増収増益となりました。

⃝その他については、日本車両等の売上減により減収となりましたが、
ジェイアール東海ツアーズやジェイアール東海ホテルズの収益が回
復したこともあり、収支は改善しました。



⃝続いて、単体決算の概要についてご説明します。

⃝まず運輸収入ですが、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を受
けており、当第１四半期の運輸収入は、前年同期に対して561億円の
増となる1,225億円でした。なお、新型コロナウイルス感染症の影響を
受ける前の2018年度との比較では、36％にとどまっています。

⃝一方、営業費は、費用削減を進めた一方で、減価償却費の増加等も
あり、前年同期に対し39億円増の1,597億円となりました。

⃝まず、人件費については、退職給付費用が減少したことなどにより、前
年同期に対し7億円の減となる437億円でした。

⃝続いて物件費ですが、東海道新幹線の大規模改修工事などの設備
投資関連費用が増加したことなどにより、修繕費が前年同期に対し17
億円増え、物件費全体でも16億円の増となる623億円でした。

⃝最後に、減価償却費は前年同期に対し30億円の増となる445億円でし
た。これは新幹線の新型車両Ｎ700Ｓの投入を進めたことなどによりま
す。

⃝これらの結果、単体決算においても、スライド表示のとおり、損失を計
上しました。
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⃝次に、東海道新幹線のご利用状況と運輸収入についてご説明しま
す。

⃝４月25日から6月20日の間、沿線地域で緊急事態宣言が発令されたこ
ともあり、東京口の断面輸送量は2018年度比で４月が38％、５月が
27％、６月が36％、第１四半期を通して33％と低調に推移しました。在
来線の第１四半期のご利用状況については、2018年度比で特急が
30％、名古屋近郊が69％となっており、新幹線・在来線を合わせた運
輸収入は36％となりました。

⃝本年４月27日に示した業績予想の想定では、第１四半期の運輸収入
は2018年度比で40％としており、運輸収入の額にして当初の想定を
128億円下回る結果となっています。
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⃝続いて、業績予想の修正についてご説明します。

⃝前のスライドでもご説明したとおり、４月から６月にかけて沿線地域で
緊急事態宣言が発令されたほか、７月12日に東京都を対象として宣
言が再発令されるなどして、引き続き東海道新幹線を中心とした鉄道
のご利用が低調となり、回復時期の遅れが見込まれることから、業績
予想を見直すこととしました。

⃝本年４月に公表した業績予想では、当社の収益の柱となる運輸収入
について、第２四半期に65％、第３・第４四半期に80％まで回復してい
くと想定していました。

⃝新しい予想では、回復ペースは当初の想定から変えず、回復の立ち
上がり時期が当初より２か月程度遅れるものと想定しています。

⃝見直し後の運輸収入の想定は、2018年度比で、第１四半期について
は実績を反映し36％、第２四半期が45％、第３四半期が74％、第４四
半期が80％、通期で59％としています。



⃝次に、業績予想修正の内容について、当社単体からご説明します。

⃝まず、運輸収入については、前のスライドでご説明した想定のもと、前
回予想から1,080億円の減となる8,200億円、営業収益は8,900億円を
見込みました。

⃝一方、営業費については、業務費に含まれる発売手数料など、運輸
収入に連動する要素を反映し、30億円の減となる7,830億円を見込ん
でいます。

⃝その結果、営業利益1,070億円、経常利益340億円、当期純利益120
億円と、いずれも下方修正していますが、通期では黒字を確保する見
込みです。
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⃝続いて、連結の業績予想の内容についてご説明します。

⃝グループ会社においても、流通業や、その他に含まれるホテル業、旅
行業を中心に新型コロナウイルス感染症の影響を受けており、先ほど
ご説明した当社単体の運輸収入の見通しをベースに、各社の特情を
踏まえて見込みを策定し、連結営業収益については前回予想から
1,190億円の減となる1兆1,150億円を見込みました。

⃝一方、営業費については、先ほどご説明した単体の30億円に加え、グ
ループ各社における売上減に伴う原価の減少等を反映し、前回予想
から100億円の減となる1兆90億円を見込んでいます。

⃝その結果、営業利益1,060億円、経常利益330億円、親会社株主に帰
属する当期純利益150億円と、いずれも下方修正していますが、通期
では黒字を確保する見込みです。
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⃝ただいま業績予想の下方修正について説明しましたが、厳しい経営
環境下においても健全経営を堅持するべく、収益拡大とコスト削減に
取り組んでいます。

⃝まず、収益拡大の取組みについては、昨年度の期末決算でも方針を
ご説明したとおり、「場所を選ばず仕事をする」スタイルに対応するた
めの準備を進めています。駅では、一部の待合室への無料のビジネ
スコーナー設置や、駅コンコースへの有料のボックス型テレワークブー
ス設置を検討しています。

⃝また、車内では一部の列車・号車を、パソコンのご利用などが気兼ね
なくできる車両として設定するとともに、順次Wi-Fiを増強して車内に
おける通信環境を整備することを検討しています。いずれも準備が整
い次第お知らせし、順次サービスを開始していきます。

⃝さらに、ＥＸサービスの拡充として、2023年夏を目途にサービス開始予
定の「ＥＸ－ＭａａＳ（仮称）」に先立ち、今年の秋から、沿線の各種コン
テンツをご紹介するポータルサイトを開設し、ＥＸサービスの予約画面
から閲覧することを可能とする予定です。

⃝加えて、グループ事業の収益力強化に向け、市中における新規出店
の取組み等を進めており、7月27日に大名古屋ビルヂングへ「ジェイア
ール名古屋タカシマヤ ウオッチメゾン」の出店を行いました。

⃝コスト削減の取組みについては、年初の計画の達成に向けて取組み
を推進し、第１四半期においては、単体で約60億円、グループ会社で
約30億円の費用削減を実施しました。厳しい経営環境を踏まえ、期中
においても更なるコスト削減に努めてまいります。

⃝また、ＩＣＴをフルに活用し、もっとも望ましい業務体制を構築する「業
務改革」についても、鋭意進めています。
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⃝最後に、中央新幹線計画の状況についてご説明します。

⃝南アルプストンネル静岡工区においては、実質的に工事が進捗しな
い状態が続いています。

⃝昨年４月に、国土交通省が「リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議
」を設置し、「トンネル湧水の全量の大井川表流水への戻し方」及び「ト
ンネルによる大井川中下流域の地下水への影響」について議論が進
められています。

⃝当社は、この会議に真摯に対応することなどにより、大井川流域の方
々のご懸念の解消に努めており、今年４月の第11回会議では、「大井
川水資源問題に関する中間報告（案）」について議論されるなど、水
資源についての議論は着実に進捗しています。

⃝また、昨年10月にNEXCO東日本による東京外かく環状道路の工事現
場付近で陥没事故が発生し、その原因として、特殊な地盤条件となる
区間において施工に課題があったことが報告されています。中央新幹
線の都市部の地質については把握しており、特殊な地盤条件の全て
に該当する箇所はないと考えています。掘削土量の管理の強化など、
必要な対策を確実に実施しながら、安全に工事を進めていきます。工
事にあたっては、シールドトンネル工事における安全・安心等の取組
みを沿線の皆様にご説明するとともに、トンネル掘削前には、掘削に
関する工事説明会を別途開催し、丁寧にご説明した上で工事に着手
する考えです。

⃝この考えにもとづき、６月には、品川区・大田区・世田谷区の、中央新
幹線計画路線周辺にお住まいの方を対象に「シールドンネルにおけ
る安全・安心等の取組みに関する説明会」を開催しました。

⃝説明は以上です。
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